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住
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る「
新
し
い
庁
舎
」を
め
ざ
し
て

〜
愛
南
町
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
〜

現
庁
舎
の
現
状
と
課
題

◆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
対
応

・
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
へ
の
対
応
は
不
十
分
で

す
が
、
部
分
的
対
策
に
と
ど
ま
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
整
備
や
ト
イ
レ

改
修
等
根
本
的
解
決
が
困
難
な
状

況
で
す
。

◆
耐
震
性
の
不
足
・
津
波
対
策

・
耐
震
診
断
結
果
は
、「
震
度
5
強
」

で
「
小
破
」
又
は
「
中
破
」、
倒
壊
の

危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
津
波
対
策
、

東
南
海
・
南
海
地
震
へ
の
対
応
が

必
要
で
す
。

◆
施
設
・
設
備
の
老
朽
化

・
築
40
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
全

体
的
に
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
修
繕
費
用
は
増
大
し
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
等
が
不
十
分
で
す
。

◆
庁
舎
の
狭
あ
い
化
・
分
散
化

・
本
庁
舎
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
の
関
係

上
、
御
荘
支
所
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
等
庁
舎
機
能
が
分
散
し
、
行

政
機
能
、
利
便
性
・
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
駐

車
場
も
不
足
し
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

　

な
ぜ
、
新
庁
舎
を
建
設
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
す
か
。

　

現
庁
舎
に
お
け
る
様
々
な
現
状
と
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
部
分
的
な

改
修
や
暫
定
的
な
施
設
で
は
十
分
な
対

応
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
今
後
予
想
さ
れ
て
い
る
東
南
海
・

南
海
地
震
が
発
生
し
て
も
、
庁
舎
が
倒

壊
せ
ず
、
災
害
復
興
拠
点
機
能
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、『
新
庁
舎
は
必
要
で

あ
る
』
と
考
え
ま
す
。

問答　
役
場
庁
舎
は
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
き
め
細

か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
皆
様
の
暮

ら
し
を
支
え
る
拠
点
で
す
。
ま
た
、
災
害

時
に
は
速
や
か
に
初
動
体
制
を
確
保
し
、

被
災
者
の
支
援
、
復
旧
・
復
興
活
動
に
あ

た
る
災
害
対
策
の
拠
点
に
も
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
新
庁
舎
は
従
来
の
役
場
と
い

う
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
地

域
の
活
性
化
並
び
に
地
域
力
の
向
上
を
図

り
、
将
来
の
様
々
な
変
化
に
柔
軟
に
対
応

で
き
る
町
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た
「
場
所
」

で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
次
の
項

目
を
新
庁
舎
建
設
計
画
の
基
本
的
な
考
え

方
と
し
、
新
庁
舎
建
設
事
業
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

①
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を

　
支
え
る
拠
点
と
な
る
庁
舎

災
害
対
策
・
災
害
復
興
の
拠
点
と

な
る
庁
舎

②
誰
も
が
利
用
し
や
す
い

　
庁
舎

便
利
で
快
適
に
利
用
で
き
る
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
※
）に
対
応

し
た
庁
舎

③
住
民
サ
ー
ビ
ス
、
事
務
効

　
率
の
向
上
を
め
ざ
し
た
機

　
能
的
な
庁
舎

行
政
機
能
の
集
約
化
、
情
報
発
信

機
能
の
充
実
等
に
よ
る
機
能
的
な

庁
舎

④
環
境
に
や
さ
し
く
、
経
済

　
的
な
庁
舎

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
等
に
よ

る
省
エ
ネ
・
省
資
源
対
策
に
配
慮

し
た
庁
舎

⑤
住
民
と
の
協
働
の
拠
点
と

　
な
る
庁
舎

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
の

拠
点
と
な
る
庁
舎

⑥
行
政
需
要
の
変
化
に
対
応

　
で
き
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

　（
柔
軟
）
な
庁
舎

人
口
減
少
、
価
値
観
の
多
様
化
、

情
報
技
術
の
進
歩
等
に
対
応
で
き

る
庁
舎

　
平
成
16
年
10
月
の
愛
南
町
誕
生
以
来
、

旧
城
辺
町
庁
舎
を
本
庁
舎
と
し
て
定
め
、

行
政
機
能
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
、

少
子
高
齢
化
、
大
幅
な
人
口
の
減
少
、
長

引
く
景
気
低
迷
と
い
っ
た
状
況
の
中
、
行

政
に
対
す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ（
需
要
）
も

一
層
多
様
化
す
る
と
と
も
に
、
平
成
23
年

3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
危
機
管
理
の
重
要
性
が
一
層
認
識

さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
愛
南
町
で
は
、

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
町
議
会
で
設

置
さ
れ
た
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
、
町

内
有
識
者
や
公
募
委
員
で
構
成
さ
れ
た
新

庁
舎
建
設
検
討
懇
話
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
な
ど
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
現

庁
舎
の
現
状
と
課
題
、
新
庁
舎
建
設
の
基

本
方
針
や
基
本
的
機
能
、
事
業
概
要
等
に

つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
「
愛
南
町
新
庁
舎

建
設
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。



p5 広報あいなん

【グリーン庁舎のイメージ】

　
庁
舎
は
、
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
拠

点
で
あ
る
一
方
、
被
災
時
に
は
災
害
対
策

本
部
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
新
庁
舎
は
そ
の
中
枢
的
役
割
を
担

う
と
い
う
視
点
か
ら
「
官
庁
施
設
の
総
合

耐
震
計
画
基
準
」
に
お
け
る
最
高
水
準
の

耐
震
安
全
性
の
確
保
を
目
標
と
し
、
耐
震

工
法
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

建
設
候
補
地
の
選
定
に
つ
い
て

　

新
庁
舎
建
設
場
所
は
、
ど
こ
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

新
庁
舎
の
建
設
候
補
地
選
定
に
つ

い
て
は
、
町
議
会
議
員
で
構
成
さ
れ

た
「
新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会
」
に
お

い
て
、
4
か
所
の
候
補
地
を
調
査
・

検
討
し
た
結
果
を
尊
重
し
、「
現
本
庁

舎
敷
地
」
を
建
設
候
補
地
と
し
ま
す
。

問答

規
模
の
検
討

　

新
庁
舎
の
面
積
は
、
あ
ま
り
大
き

く
な
く
、
身
の
丈
に
あ
っ
た
庁
舎
規

模
で
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
庁
舎
建
設
目
標
規
模
の
算
定
に

つ
い
て
は
、
総
務
省
や
国
土
交
通
省

の
基
準
に
よ
る
試
算
の
ほ
か
、
近
年

完
成
し
た
他
自
治
体
庁
舎
の
実
例
を

参
考
に
算
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

基
本
設
計
・
実
施
設
計
を
行
っ
て
い

く
に
当
た
り
、
庁
舎
全
体
の
機
能
や

規
模
に
つ
い
て
検
討
し
、
簡
素
化
や

合
理
化
を
図
る
な
ど
、
現
在
想
定
し

て
い
る
新
庁
舎
面
積
の
縮
減
に
努
め

ま
す
。

問答

耐
震
安
全
性
の
確
保

　
庁
舎
は
利
用
す
る
全
て
の
人
が
快
適
に

利
用
で
き
る
よ
う
、
国
の
「
官
庁
施
設
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
※
）
に
関
す

る
基
準
」
や
愛
媛
県
の
「
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
な
ど
に
則
っ
た
計
画

を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、「
官
庁
施
設
の

環
境
保
全
性
に
関
す
る
技
術
基
準
」
に
示

さ
れ
て
い
る
環
境
に
や
さ
し
い
「
グ
リ
ー

ン
庁
舎
」
に
つ
い
て
も
、
費
用
対
効
果
を

見
極
め
な
が
ら
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
を

め
ざ
し
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
グ
リ
ー
ン
庁
舎

候補地①：南レク遊休地

候補地②：旧おっとろっしゃ市跡地

候補地③：旧養護老人ホーム南楽荘跡地

候補地④：現本庁舎敷地

調
査
・
検
討

・災害対策・復
興拠点の機能

・町民・来庁者
の利便性

・消防署、保健・
医療・福祉施
設等との連携

・用地取得費等
の財政面

建設候補地

現本庁舎敷地

【総職員数】→     184 人
 * 課  長               21 人
 * 課長補佐・係長  76 人
 * 一般職員           87 人

※）総職員数は、新庁舎に配置予定
としている部署の平成 25 年 1
月 1日の配属職員数を基準とし、
理事者及び各支所の窓口や現業
部門は除いています。

【総務省基準による試算】 
　　　→ 4,614㎡

【国土交通省基準による試算】 
　　　→ 4,801㎡

▼
▼

▼

目標規模

6,500㎡～ 7,000㎡

※）人口 10 万人以下の 12 市町の例

※）県庁舎フロアを除いた数値です。

耐
震
安
全
性
の
目
標
建
築
設
備

構
造
体

非
構
造
部

被災後、災害対策活動や被災者受
入れ等に支障となる損傷等が発生
しないことを目標とし、人命の安
全確保、機能確保が図られている。

被災後、補修することなく使用で
きることを目標とし、人命の安全
確保と機能確保が図られている。

被災後、人命の安全確保と二次災
害防止が図られ、大きな補修なく
必要な設備を相当期間継続でき
る。

建物の柱に組み込んだ地震エ
ネルギー吸収装置によって揺
れを抑制する形式

柱、梁、壁といった構造体を
堅固にすることで揺れに耐え
る形式

建物と地盤との間にゴム等免
震装置を設けることにより地
震動との共振を避け、揺れを
吸収する形式

免

震

耐

震

制

震▼

※
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

全
て
の
人
に
と
っ
て
、
共
通
に
安
全
で
使
い
や

す
い
製
品
や
快
適
で
不
便
の
な
い
生
活
環
境
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
の
こ
と
。

【近年整備された自治体の事例】
→ 34.8㎡ / 人→ 6,508㎡
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規
模
・
構
造
及
び
概
算
事
業
費
（
案
）

　

新
庁
舎
を
建
設
し
て
、
将
来
の
財

政
負
担
は
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
で
想
定
し

た
概
算
事
業
費（
案
）
は
、
近
年
建
設

さ
れ
た
他
市
町
の
新
庁
舎
建
設
事
例

を
参
考
に
し
た
1
平
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
の
建
設
単
価
を
基
に
、
本
町
の

財
政
事
情
を
考
慮
し
て
算
出
し
た
も

の
で
す
。
今
後
、
新
庁
舎
建
設
基
本

設
計
・
実
施
設
計
を
行
っ
て
い
く
中

で
、
庁
舎
の
規
模
や
仕
様
等
を
細
か

く
検
討
し
、
華
美
に
な
ら
な
い
施
設

と
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
簡
素
化
や

合
理
化
を
図
る
と
と
も
に
、
有
利
な

補
助
金
・
地
方
債
な
ど
の
活
用
を
視

野
に
入
れ
、
将
来
の
財
政
へ
の
負
担

を
軽
減
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

問答　
新
庁
舎
の
建
設
費
に
つ
い
て
は
、
規
模
、

構
造
、
使
用
資
材
の
等
級
な
ど
に
よ
っ
て

大
き
く
異
な
り
ま
す
が
、
近
年
整
備
さ
れ

て
い
る
他
自
治
体
庁
舎
の
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
概
算
工
事
費
を
試
算
し
て
い
ま

す
。
平
成
20
年
以
降
完
成
（
予
定
含
む
。）

の
人
口
10
万
人
以
下
の
12
市
町
の
平
均
値

で
み
る
と
、
1
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の

建
設
単
価
は
35
万
2
千
円
で
、
坪
当
た
り

に
換
算
す
る
と
1
1
6
万
3
千
円
と
な
り

ま
す
。
愛
南
町
の
場
合
、
財
政
事
情
を
考

慮
し
て
、
今
後
概
算
工
事
費
を
精
査
し
、

規
模
や
構
造
等
に
よ
り
ま
す
が
、
1
平
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
30
万
円
以
内
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

基
本
プ
ラ
ン
（
案
）

　
新
庁
舎
建
設
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ

て
い
た
だ
く
も
の
と
し
て
、
基
本
プ
ラ
ン

案
を
2
案
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
基
本
プ
ラ
ン
（
案
）
で
は
、
現
在

検
討
中
の
愛
媛
県
と
の
合
同
庁
舎
化
に
つ

い
て
、
県
庁
舎
機
能
を
新
庁
舎
に
組
み

入
れ
る
と
仮
定
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。 

（
注
）
愛
媛
県
と
の
合
同
庁
舎
化
に
つ
い

て
は
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
確
定
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

基
本
プ
ラ
ン
の
考
え
方

1. 現庁舎本体を稼働させながら新庁舎を建設し、極力仮設
建物を造らない計画です。

2. 仮に作成した 2案は次のとおりです（県庁舎機能を新庁舎
に組み入れると仮定して基本プランを作成）。

　　　　行政機能、議会機能、住民機能、県庁舎機能を集
　　　　約した 1棟案

　　　　行政機能、住民機能と議会機能、県庁舎機能、教
　　　　育委員会を別棟とする 2棟案

3.「あいなんバス」の通行路を確保、歩車分離を図ります。

4. 各フロアは関連性の強い組織をまとめて配置し、分かり
やすい階別構成とします。

B案 

A案 

敷地配置計画

階 別 構 成

基本プラン A案 基本プラン B案

基本プラン A案 基本プラン B案

議 会 フ ロ ア

教育委員会フロア

県 庁 舎 フ ロ ア

事 業 課 フ ロ ア

理事者・総務フロア

町 民 フ ロ ア

事 業 課 フ ロ ア

理事者・総務フロア

町 民 フ ロ ア

会議・電算室

議 会 フ ロ ア

教育委員会フロア

県 庁 舎 フ ロ ア1F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

4F

3F

2F

【議会棟】【行政棟】
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工法
区分 1 年 2 年 3 年 4年

業者選定

基本・実施設計

確認申請

工事監理

発注期間

本体工事

附属建物解体工事

現庁舎解体工事

福祉会館解体工事

確認申請

工事監理

発注期間

本体工事

附属建物解体工事

現庁舎解体工事

福祉会館解体工事

※解体する建物にアスベスト等有害物質はないものと仮定します。
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耐震工法区分別の基本プラン　　及び　　 の事業スケジュール（案）は次のようになります。

事業スケジュール（案）
A案 

A案 
B案 

B案 A案 

A 案
構 造  鉄筋コンクリート造 6階建て

延 床 面 積  8,180 ㎡（県庁舎フロア 1,158 ㎡含む。）

B案
構 造  【行政棟】鉄筋コンクリート造 3階建て 【議会棟】鉄筋コンクリート造 4階建て

延 床 面 積  【行政棟】4,141 ㎡ 【議会棟】3,418 ㎡（県庁舎フロア 752 ㎡含む。）  【計】7,559 ㎡

耐震工法区分 耐震構造 制震構造 免震構造
備 考

プラン
区分 項 目 金 額 金 額 金 額

共通 現 庁 舎 解 体 費 45,000 千円 45,000 千円 45,000 千円 2,261 ㎡

共通 福祉会館解体費 73,000 千円 73,000 千円 73,000 千円 3,671 ㎡

共通 附属建物解体費 11,000 千円 11,000 千円 11,000 千円 機械室、書庫・電算室、車庫

A案 新 庁 舎 建 設 費 2,454,000 千円 2,576,000 千円 2,699,000 千円 県庁舎分も含む。

B案 新 庁 舎 建 設 費 2,267,000 千円 2,380,000 千円 2,493,000 千円 県庁舎分も含む。

共通 公用車車庫等建設費 別途 別途 別途公用車車庫、書庫等

A案 外 溝 工 事 費 144,000 千円 144,000 千円 144,000 千円 舗装、植栽、フェンス等

B案 外 溝 工 事 費 130,000 千円 130,000 千円 130,000 千円 舗装、植栽、フェンス等

共通 そ の 他 費 用 別途 別途 別途 設計監理料、地質調査、什器備品、太陽光発電設備等

A 案 合 計 2,727,000 千円 2,849,000 千円 2,972,000 千円

B案 合 計 2,526,000 千円 2,639,000 千円 2,752,000 千円

*現在検討中の「県との合同庁舎化」に係る検討状況によっては、基本設計以降のスケジュールが変更になる可能性がある
ため、年表記のみとしています。

*設計発注は、建物の概要を決める基本設計、実際の見積りや工事に使用する図面を作成する実施設計を一本で行うことと
仮定しています。

*設計には、既存の駐車場等附属建物、現庁舎本体、城辺社会福祉会館の解体設計も含みます。

*本体工事については、県庁舎機能を新庁舎に組み入れると仮定し、一体的に建設する場合の計画で想定しています。

◎愛南町新庁舎建設基本計画及びパブリック・コメント ( 意見募集 ) 結果は、愛南町ホームページでもご覧いただけます。
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